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Summary
      The present study investigates the meaning of “poetry” and the “novel” as concepts in Rus-
sian literary theorist M. M. Bakhtin’s work on “monologue” and “dialogue.” Bakhtin’s view of 
the novel  is based on a perspective that promotes intersubjective “dialogues” between speakers 
from different backgrounds, whereas poetry, for him, suggests “monologic” communication be-
tween parties who share similar backgrounds. 
     Bakhtin’s investigation of the relationship between  Socratic dialogues in ancient Greek and 
the fools’ laughter in medieval carnivals are important to an understanding of his ideas of the 
novel (dialogue) and poetry (monologue). However, his ideas on these topics cannot be clearly 
understood without knowledge about the history of ancient and medieval literature, since he 
rarely cites specific examples in his argumentation. Furthermore, his descriptions of these ideas 
were not systematically given but were developed in fragments in several of his works.  
     In this study, I organize Bakhtin’s fragmented ideas on poetry and the novel in  his significant 
works; I also cite specific examples of Socratic dialogues, carnival laughter, and other discourses 
relevant to his arguments, and examine the meanings of dialogues in today’s world. The works 
analyzed in this study are mainly Bakhtin’s Discourse on the Novel, Epic and Novel, Problems 
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学者・バフチンによる「ダイアローグ」に関する思想は、 コミュニケーションについての体系的理論として、国際的に知られているものの一つである。バフチンのいうダイアローグとは、慣れ親しんだ生活圏の外に住み、 話題を批判的に評価する「他者」とのやりとりを主に示すものであり、またこのやりとりを通して喚起される、話者の意識内で行う多面的な解釈活動をも含むものと考えられ 。一方、 ダイアローグの反対概念 の 「モノローグ」は、話題について、話者 よる批判 検証 のないまま 受容にとどまるやりとりを主 示すも といえる。これらダイアローグ・モノローグ 性質を解釈 る上で重要となる概念が、 「小説」および「詩」である。ダイアローグは小説、モノローグは詩と関連づけら 、反対概念としてバフチン 議論において広範囲にわたり論じ ている。また小説はカーニバルの笑いとも関連づけられている。　
これらの議論は、ヨーロッパにおける詩と小説に関する文学
























































たといわれる、ギリシア軍 トロイア攻めに関 伝説を歌い上げた叙事詩であるホメロス 『イリアス』 『オデュッセイア』があげられる。これらの叙事詩は、神聖な神および神 子孫である英雄たちが展開した様々な出来事や問題 関す 、権威ある道徳観・世界観を含むものであった。　
この叙事詩は長らく、口承されてきた。そして叙事詩の学習
において重要な役割を果たすのは 師匠の朗誦を徹底的に復唱し、その中で語り出される登場人物と感情的に一体化することであり、弟子が自分 りにその内容 意味を再解釈する余地はほとんどなかったとされる（
H
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( Zappen, 2004, pp.51-55) 。
　
しかしその重要性と比較して、ソクラテスに関する議論は断
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話者が意識内で する自己像は彼／彼女 既存の想像の域を超えるものとなるため、その矛盾について考える内的ダイアローグの働きが必然的に促進され、それまで特に自覚なく使用していたイデオロギーの意味が異化され だといえる。
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2009, p.96 ） 。そして高度な社会批評を行う自由を享受する道化
には高い知性をともなう者も多く その場合、 「賢明な愚者」と呼ばれることもある（
K






































































とが高尚とみなす概念を、日常生活における卑近な事例に落とし込んで解釈するよう迫るこ も多い。以下の『ゴルギアス』からの抜粋は、 「法律は劣った人が自分達を守るために作っもので、優れた人に って、法律は不要であり遵守も必要ない」と主張するカリクレスとソクラテスとのダイアローグである。当時 アテネでは権力のある市民 間で支持を集めたイデオロギーに近いカリクレス 意見を ソクラテスは様々な日常
113
田島充士「バフチン理論における詩と小説：ソクラテスのダイアローグ論およびカーニバルにおける笑い論を中心的な視座として」/
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Snell, 1964, pp.65-69; Lefkow
itz, 2016, pp.26-48 ） 。叙事詩で
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よって自らに下される否定的評価を喜ぶ話者の様子が複数箇所において描かれてい 。以下に示す『ラケス』から 抜粋では、その話者の一人のニキアスが、 「自己自身にとって 人間」としてのイデオロギーが、ソクラテス よって否定的 評価された「他者の眼に映る人間」のものとなり、多面的な検討の対象とされてしまうことを「楽しい」と好意 受け止めている様子が記さ いる。小説における笑 の ンビヴァレンスも、このような好意・愛的関係の土台の上に実現されるものだとバフチンは捉えているよう 思われる。
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グ篇やエウリピデス 悲劇の登場人物らが示したような 揺れ動く自意識を展開し、またそれを自律的にコントロールできることが必要なのだろう。 れは優柔不断さを示しながらも、他者への好意的関心 持って、他者と共に生きる道を探り続ける、賢明な愚者としてのコミュニケーションを発揮する能力ということである。むしろこのような状況において、自分たちの既存のイデオロギーの権威性に固執し 新 なイデオロギーとの出会 を拒絶するような認 の揺 ぎ さは、むしろ他者への怒りを招き、深刻な暴力 紛争を引き起こす可能性があるという点で不適切なものだろう　
その意味では、他者とのダイアローグを通し、自分たちが依
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